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平
成
１８
年
度
分
の
税
の
申
告
は
３
月

１５
日
㈬
ま
で
で
す
。
こ
の
申
告
は
、
平

成
１８
年
度
の
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保

険
税
を
計
算
す
る
た
め
の
大
切
な
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
申
告
期
間
中
は
混
み
合
い
ま

す
。
郵
送
に
よ
る
提
出
も
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は

　

国
民
健
康
保
険
税
の
計
算
に
は
、
前

年
の
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
。
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
前

年
中
に
所
得
が
全
く
な
か
っ
た
場
合
や

遺
族
年
金
・
障
害
年
金
の
よ
う
に
市
県

民
税
で
は
非
課
税
と
な
る
所
得
の
み
の

場
合
に
も
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
な
い
場
合
は
、
所
得
証
明
や
課

税
証
明
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
税
の
軽

減
措
置
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
齢
６５
歳
以
上
の
方
は

　

老
年
者
控
除
の
廃
止
や
公
的
年
金
の

所
得
計
算
方
法
の
変
更
、
老
年
者
非
課

税
措
置
の
段
階
的
廃
止
に
よ
り
、
市
県

民
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

が
、
所
得
控
除
等
（
医
療
費
控
除
、
社

会
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険

■市・県民税の申告受付日程
受付時間／９：００～１１：００、１３：００～１６：００

本庁地区
日 地　区　名 会　　場

１日㈬ 稲荷 稲荷西集会所

２日㈭ 本郡・尾崎
中村地区公民館

３日㈮ 中村・三島・市場

６日㈪ 上吾川 上吾川集会所

７日㈫ 下三谷 下三谷集会所

８日㈬ 宮下 宮下集会所

９日㈭ 上三谷
上野地区公民館

１０日㈮ 上野

１３日㈪ 八倉 八倉中央集会所

１４日㈫
本庁地区全域 伊予市市民会館

１５日㈬

中山地区
日 地　区　名 会　　場

１日㈬ 村中、中替地、影浦

中山地区公民館

（保健センター講義室）

２日㈭ 源氏、赤海、安別当

３日㈮ 日浦、梅ノ木、坪ノ内

６日㈪ 榎峠、竹之内、長沢団地

７日㈫ 日南登、平村

８日㈬ 上長沢、梅原、永木

９日㈭ 門前、漆

１０日㈮ 福住、福岡、高岡

１３日㈪ 下長沢、福元、平沢

１４日㈫
中山地区全域

１５日㈬

双海地区
日 地　区　名 会　　場

１日㈬ 下灘地区
（事前にご案内した方）

下灘支所
２日㈭

※双海地区では、上記以外の平日は、双海地域事務所総務

調整課窓口にて随時受け付けています。

料
控
除
、
寡
婦
控
除
な
ど
）
の
申
告
に

よ
り
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
該
当
す
る
場
合
に
は
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
老
年
者
控
除
の
廃
止
に
と
も
な
い
、
寡

婦
控
除
が
適
用
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
寡
婦
控
除
と
は
、
夫
と
死
別
後
再
婚

し
て
い
な
い
場
合
又
は
離
別
後
再
婚
し

て
お
ら
ず
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
に
適

用
で
き
る
所
得
控
除
で
す
。

市
県
民
税
の
申
告
は
３
月
１５
日
㈬
ま
で
に

　軽自動車税は、毎年４月１日現在の軽自動車、

原付、小型自動二輪車等の所有者に対して課せら

れる税金です。

　ナンバーの登録がある限り、軽自動車税の納税

義務が発生しますので、乗らなくなった車両があ

る場合は、３月末日までにナンバーの返納手続き

をしてください。

　車両の譲渡があり名義変更をされていない方

も、同様に手続きをお願いします。

■問い合わせ　税務課（内線５３１）又は各地域事務

所総務調整課へ。

伊予市役所☎９８２－１１１１（代）
中山地域事務所☎９６７－１１１１（代）　双海地域事務所☎９８６－１１１１（代）

税
務
課
（
内
線
５
３
１
〜
５
３
４
）

乗らなくなったバイクを

そのままにしていませんか？
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既
存
宅
地
確
認
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
す（
市
街
化
調
整
区
域
）

都
市
建
設
課
（
内
線
５
８
９
）

　

平
成
１３
年
５
月
１８
日
に
都
市
計
画
法

が
改
正
さ
れ
、
市
街
化
調
整
区
域
に
お

い
て
こ
の
日
ま
で
に
知
事
の
確
認
を
受

け
た
既
存
宅
地
に
つ
い
て
は
、
自
己
用

の
建
築
物
に
限
り
、
５
年
間
従
来
ど
お

り
許
可
不
要
の
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、

○
平
成
１３
年
５
月
１８
日
ま
で
に
確
認
を

受
け
た
土
地
に
つ
い
て
は
、
平
成
１８

年
５
月
１７
日
ま
で

○
平
成
１３
年
５
月
１８
日
ま
で
に
既
存
宅

地
の
確
認
の
申
請
を
し
、
そ
の
後
確

認
を
受
け
た
土
地
に
つ
い
て
は
、
確

認
を
受
け
た
日
か
ら
５
年
以
内
ま
で

に
建
築
確
認
を
受
け
、
建
築
工
事
に
着

手
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
以
降
、
許

可
が
必
要
と
な
り
、
基
準
に
適
合
す
る

用
途
の
建
築
物
で
な
い
と
建
築
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
愛
媛
県
都
市
計
画
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
既
存
宅
地
制
度
の
廃
止
に

関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　花いっぱい運動の一環として『花だんコン
クール』を実施しています。個人で、団体又は
グループで作った素敵な花だんを教えてくださ
い。
■応募対象　「個人の部」「グループ・団体の部」
■応募期間　３月１日（水）～２２日（水）
■応募方法　市役所ロビー又は各地区公民館に
備え付けの応募用紙に必要事項を記入の上、お
申し込みください。自薦・他薦は問いません。
■応募先・問い合わせ　産業経済課（内線５７３）
へ。

平成１７年度

花だんコンクール

傍聴してみませんか！

本会議は原則として公開されていますので、

どなたでも傍聴できます。

３月市議会定例会の日程

月 日 内　　　　　容

３

７㈫ 本会議
所信表明、議案上程、
提案理由の説明

９㈭ 〃 議案質疑、委員会付託

１３㈪ 〃 一般質問

１４㈫ 委員会 各常任委員会

１５㈬ 〃 　　  〃

１６㈭ 〃 　　  〃

２４㈮ 本会議
①各常任委員長報告
　　　　　　　（質疑・討論・表決）
②その他               （閉 会）

３月議会

■問い合わせ　議会事務局（内線６０６・６０７）へ。

総
務
課
（
内
線
５
０
６
）

３
月
１３
日
㈪
受
付
開
始
！

『
平
成
１８
年
度
交
通
災
害
共
済
』
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
を
市
民
相

互
で
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
に
『
交
通

災
害
共
済
』
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
共
済

は
、
１
人
年
額
６００
円
（
中
学
生
以
下
は

２５０
円
）
の
掛
け
金
で
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
、
交
通
事
故
に
よ
る
災
害
に
遭
っ

た
場
合
に
は
、
最
高
１００
万
円
の
災
害
見

舞
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
身
近

で
手
軽
な
公
的
共
済
制
度
で
す
。
ま
た
、

航
空
機
や
船
舶
事
故
な
ど
も
見
舞
金
の

対
象
に
な
る
な
ど
、
保
障
内
容
も
充
実

し
て
い
ま
す
。

■
掛
け
金　

１
人
年
額 

一
般
６００
円
、

中
学
生
以
下
２５０
円

■
加
入
口
数　

１
人
に
つ
き
１
口

■
加
入
期
間　

４
月
１
日
（
４
月
以
降

の
加
入
は
申
し
込
み
日
の
翌
日
か
ら
）

か
ら
平
成
１９
年
３
月
３１
日
ま
で

■
加
入
資
格　

市
内
在
住
の
方
、
お
よ

び
こ
の
共
済
に
加
入
し
た
方
の
扶
養
家

族
で
市
外
在
住
の
方（
学
生
な
ど
）

■
申
込
受
付　

３
月
１３
日
㈪
か
ら
総
務

課
又
は
各
地
域
事
務
所
総
務
調
整
課
で

受
け
付
け
ま
す
。
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上水道当直水道指定工事事業者
◆土・日曜日、祝日の上水道の故障など緊急業務は、
次の当直水道指定工事事業者にご相談ください。

月 日 指定工事事業者 電　　話

３

４㈯ 武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８

５㈰ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５

１１㈯ 友澤設備 大　平 ９８２－１３８１

１２㈰ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８

１８㈯ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

１９㈰ 友澤設備 大　平 ９８２－１３８１

２１㈫ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８

２５㈯ 佐伯工業所 灘　町 ９８３－１２４４

２６㈰ 未来設備 尾　崎 ９８３－５２８２

４
１㈯ ㈱伊予設備 米　湊 ９８３－４６１３

２㈰ 岩井水道工業所 大　平 ９８３－３０６６

※中山地区、双海地区の簡易水道をご利用の方は、次の指定
工事事業者にお問い合わせください。

　中山地区　㈲升田金物店　☎９６７－００６７
　　　　　　㈲田中興業　　☎９６７－０５５８
　　　　　　㈱中山建設　　☎９６７－１０３５
　　　　　　㈲栄電機設備　☎９６７－１３１８
　双海地区　藤岡工業㈱　　☎９８６－０３５０

シートベルトを正しく着用しましょう！

＝市内の交通事故状況＝

＝市内の街頭犯罪等発生状況＝
（１月末日現在）

１月 累　計 前 年 比

侵 入 盗 ５件 ５件 ＋  １ 件

自 動 車 盗 ０件 ０件 ー  ２ 件

オートバイ盗 １件 １件 －  ３ 件

自 転 車 盗 ３件 ３件 －  ２ 件

車上ねらい ２件 ２件 ±  ０ 件

安全は 一人ひとりの 意識から
安心は 人のつながり 地域から

（１月末日現在）

１月 累計 前年比

発　生 ２１件 ２１件 －  ３件

死　者 ０人 ０人 －  １人

傷　者 ２９人 ２９人 ±  ０人

市
民
生
活
課
（
内
線
５
３
６
）

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
お
ト
ク
で
す

１
年
度
分
、
６
か
月
分
の
前
納
は

口
座
振
替
が
お
ト
ク
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、

割
引
が
あ
り
ま
す
。

○
１
年
度
分
を
口
座
振
替
で
前
納
す
る

と
「
３
，
４
９
０
円
」
の
割
引

　

１
年
分
の
保
険
料
１
６
６
，
３
２
０
円

が
１
６
２
，
８
３
０
円
へ
。

※
口
座
振
替
で
の
１
年
前
納
は
、
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

○
１
年
度
分
を
現
金
払
い
で
前
納
す
る

と
「
２
，
９
５
０
円
」
の
割
引

　

１
年
分
の
保
険
料
１
６
６
，
３
２
０
円

が
１
６
３
，
３
７
０
円
へ
。

※
１
年
度
分
の
前
納
用
納
付
書
は
４
月
上

旬
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
①
１
年
度
分
②
６
か

月
（
４
月
〜
９
月
分
、
１０
月
〜
３
月
分
）

の
前
納
③
毎
月
納
付
（
当
月
末
振
替
に

よ
る
早
割
）
④
毎
月
納
付
（
翌
月
末
振

替
に
よ
り
割
引
な
し
）
の
４
種
類
か
ら

選
ん
で
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
一
部
納
付
（
半
額
免
除
な
ど
）
の
方
の
口

座
振
替
は
④
毎
月
納
付
（
割
引
な
し
）
と

な
り
ま
す
。

○
口
座
振
替
で
の
１
年
前
納

　
　

１
６
２
，
８
３
０
円
（
毎
月
納
付

よ
り
３
，
４
９
０
円
割
引
）

○
口
座
振
替
で
の
６
か
月
前
納

　
　

８
２
，
２
２
０
円
（
毎
月
納
付
よ

り
９
４
０
円
割
引
）

○
口
座
振
替
の
早
割　

月
額
５０
円
割
引

○
現
金
前
納
（
１
年
分
）

　
　

１
６
３
，
３
７
０
円
（
毎
月
納
付

よ
り
２
，
９
５
０
円
割
引
）

○
現
金
前
納
（
６
か
月
分
）

　
　

８
２
，
４
８
０
円（
毎
月
納
付
よ
り

６
８
０
円
割
引
）

○
平
成
１８
年
度
保
険
料

　
　

月
額
１
３
，
８
６
０
円

口
座
振
替
で
の
前
納
の
申
し
込
み
は

お
早
め
に
！

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
預
貯
金

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
（
郵
便
局

を
含
む
）
の
窓
口
、
又
は
社
会
保
険
事

務
所（
郵
送
可
）で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
の
１
年
度
分
の
前
納

は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
の
事
前
登
録

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
３
月
２０
日

ご
ろ
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る

方
は
、
再
度
の
申
し
込
み
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
前
納
の
口
座
振
替
日
は
４
月
３０
日
（
今
年

は
日
曜
日
に
あ
た
る
た
め
、
５
月
１
日
）

で
す
。
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伊
予
消
防
署
☎
９
８
２
ー
０
６
５
７

「
あ
な
た
で
す 

火
の
あ
る
く
ら
し
の 

見
は
り
役
」

春
季
火
災
予
防
運
動
実
施
中（
３
月
１
日
㈬
〜
７
日
㈫
）

■伊予市管内の火災と救急出場件数（１月末日現在）

種別 １月分 累計（１月から）

火 災

件 数

本庁 １

１

本庁 １

１中山 ０ 中山 ０

双海 ０ 双海 ０

救急出場

件 数

本庁 １１７

１５７

本庁 １１７

１５７中山 １３ 中山 １３

双海 ２７ 双海 ２７

☎
火災・救急　➡　１１９

火　　災
救急病院

  案内 ９８２－５９５９

フ
ラ
ッ
シ
ュ
オ
ー
バ
ー
と

バ
ッ
ク
ド
ラ
フ
ト

　

建
物
火
災
の
消
火
活
動
で
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、「
フ
ラ
ッ
シ
ュ

オ
ー
バ
ー
」
と
「
バ
ッ
ク
ド
ラ
フ
ト
」

で
す
。
こ
の
二
つ
は
、
突
然
、
爆
発
的

燃
焼
を
起
こ
す
火
災
現
象
な
の
で
す

が
、
そ
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
微
妙
に

違
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
オ
ー
バ
ー
は
、
窓
か
ら

出
て
い
る
煙
が
突
然
燃
え
出
し
、
一
気

に
火
災
が
進
行
し
て
、
室
内
が
火
の
海

に
な
る
現
象
で
す
。
こ
の
現
象
は
、
室

内
に
火
災
に
よ
る
高
温
の
気
体
が
溜
ま

り
、
燃
焼
し
て
い
な
か
っ
た
部
屋
の
部

分
も
自
然
発
火
す
る
温
度
に
達
し
、
一

斉
に
火
が
つ
く
こ
と
に
よ
り
起
こ
り
ま

す
。

　

一
方
バ
ッ
ク
ド
ラ
フ
ト
は
、
火
災
が

大
量
の
酸
素
を
消
費
し
な
が
ら
進
行
し

て
い
く
と
、
室
内
の
酸
素
が
欠
乏
し
て

燃
焼
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
残
り
火
状
態
に

な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
ド
ア
や
窓
が

開
い
た
り
割
れ
た
り
す
る
と
、
新
鮮
な

空
気（
酸
素
）
が
部
屋
の
中
に
供
給
さ
れ

る
た
め
、
再
び
爆
発
的
燃
焼
を
起
こ
す

現
象
を
い
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
春
の
火
災
予
防
運
動
が
３

月
１
日
㈬
か
ら
７
日
㈫
ま
で
全
国
一
斉

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
予
防
運
動
期
間
中
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
や
職
場
で
消
火
・
通
報
・

避
難
訓
練
な
ど
の
行
事
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
積
極
的
に
参
加

し
て
、
火
災
予
防
、
１１９
番
通
報
の
仕
方
、

消
火
器
の
取
り
扱
い
方
な
ど
、
防
火
知

識
を
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

林
野
火
災
の
防
止

　

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
と
と
も

に
、
屋
外
で
の
活
動
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

林
野
火
災
は
、
出
火
場
所
が
集
落
か

ら
離
れ
て
お
り
、
発
見
・
通
報
が
遅
れ

る
上
、
道
路
事
情
や
水
利
の
便
が
悪
く
、

消
火
活
動
が
非
常
に
困
難
と
な
る
こ
と

か
ら
、
い
っ
た
ん
発
生
す
る
と
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

林
野
火
災
を
未
然
に
防
ぎ
、
春
の
行

楽
期
を
火
災
の
な
い
楽
し
い
も
の
と

す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

○
枯
れ
草
等
の
あ
る
危
険
な
場
所
で
は

た
き
火
を
し
な
い

○
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き

火
・
火
入
れ
を
し
な
い

○
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
消
防
署
へ
連
絡
し
て
お
く

○
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き
は
、

火
を
完
全
に
消
す

○
た
ば
こ
の
吸
い
殻
の
火
は
必
ず
消
す

○
車
か
ら
た
ば
こ
の
吸
い
殻
を
投
げ
捨

て
な
い


